
病気や介護に関する不安や相談は…ここへお電話下さい！⇒ せいきょう
サポートセンター
せいきょう
サポートセンター☎（0852）67-6463☎（0852）67-6463

新患 福田

予約

新患

予約

新患

予約

消化器内科

循環器内科

内科

月 火 水 木 金 土

月 火 水 木 金 土

大西 大野 数森

大野 大西
数森 福田 大西 大西

眞木高 鈴木 山下 宮廻

山下 宮廻 山下
宮廻

鈴木
（第1・第3）

大村 眞木薫

濵田 眞木薫眞木薫 平（第２）

仲田 仲田 濵田

吉野

岡田
（受付午前10時まで）

大田
(再診のみ）

完全予約制

完全予約制

大学医師
（第4のみ）

中村
(受付午前10時まで）

（受付午前10時まで）

大田
（第1・第3）
(再診のみ）

大田
（第2/奇数月）

（第2/偶数月）

腎・透析科

脳神経内科

髙濱
吉岡
嘉本

髙濱
二宮
嘉本

（受付午前10時まで）

吉岡
完全予約制

榎田
（大学）

高濱
二宮

二宮
嘉本整形外科

内田
佐藤
山本

交代制
内田
橘
横山

外科 交代制
佐藤
山本
横山

交代制

メンタルヘルス科

脳神経外科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

放射線科

皮ふ科

眼科

美津島 大学医師

大学医師大学医師

美津島

仙田 仙田 仙田 仙田
(第２のみ)

仙田 仙田

非常勤医師
完全予約制

田中
完全予約制

中村
完全予約制

池原
完全予約制

池原
高梨

(受付午前10時まで)
藤原

(受付午前10時まで)

(9:30～)

完全予約制

富澤

予約

循環器

不整脈

消化器

呼吸器

内科

脳神経内科

腎・透析科

耳鼻咽喉科

内科 脳神経内科 整形外科

メンタルヘルス科

濵田 眞木薫
鈴木
越田 眞木高

眞木高
（第1・3・5）

大西

大村

上田

大田

仙田

完全予約制

耳鼻咽喉科の午後診療は月曜日のみ

富澤

濵田

・新患の方は、ご相談ください。
・耳鼻咽喉科と内科以外は当日予約できません。
・来院時には診察券をご持参ください。
・受診時はマスクの着用等の院内感染予防にご協力お願い

いたします。
・受診の際には、保険証、公費医療証、お持ちの方はマイナ

ンバーカードもご持参ください。
・お問い合わせやご相談がある場合は、

0852（23）1111までご連絡ください。
かかりつけの方で診療科にご相談したい場合は、診療科に
おつなぎいたします。

・ホームページ
httpｓ://www.matsue-seikyo.jp/

ふれあい診療所予約センターの開始時間変更について

スマートフォン用サイトはこちらから→

松江市西津田8-8-8

松江市西津田7-14-21　ふれあい健康センター2階

松江市西津田7-14-21
ふれあい健康センター1階

※救急指定病院です。急患の方は、お申し出ください。24時間体制です。

※ 健診は予約制で行っています。予約は電話でできます。
　 予約時間は、午前10:00～12:00、午後1:00～4:00。
※ 土曜日は第2、4の午前のみ行っています。
 

月
○
○

火
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

土
○午　前

午　後

○診療／15:00～　○受付／14:30～16:30

○診療/17:00～　○受付/16:30～18:00

○診療／9:00～　○受付　予約／8:00～12:00　予約外／8:00～11:00

午前 午後 夜間

9:00～12:30
（月～土）

14:00～16:30
（月～金）

17:00～19:00
（月・火）

※ 予約診療を行っています。予約は電話でもできます。
※ 痛みがひどいときは、電話でご相談ください。
※ 土曜日診療は第2、4土曜日の午前のみ行っています。
※ 矯正は第3月曜日で完全予約制です。

予約時間

※脳神経内科：新患対応が可能な日は、火曜日、第4水曜日（完全予約制）、
木曜日のみとなります。ご了承ください。

※泌尿器：手術や検査の都合で、受付が早めに終わる場合があります。
※メンタルヘルス科：初めて受診を希望される方は、予約専用電話にお問い合わせ下さい。
※火曜日、木曜日整形の受付は10時まで。　※眼科の受付は10時まで。

都合により、診療体制の変更もありますので
ご了承ください。

第1・第3・第5土曜日は、休診です。
5月1日（木）はメーデーのため休診です。

完全予約制※耳鼻咽喉科を除く

完全予約制

外来診療のご案内4月よりふれあい診療所の職員体制変更に伴い、予約センター受付開始時間を8:00→8:30へ変更させていただきます。
ご理解の程、よろしくお願い申し上げます。

生協東出雲診療所は3月末をもって閉院いたしました。

(火曜日)

2025

午前診療

総合病院 松江生協病院

午後診療

夜間診療

松江市西津田7-14-21
ふれあい健康センター1～3階

フリーダイヤル

平日　8:30～17:00　第2・4土曜日　8:30～12:00

ふれあいみれよ
※健診の予約は健診センターへ。《診療予約専用電話》《診療予約専用電話》

ふれあい診療所

����-������

☎����（��）����

健診センター ☎0852（22）08543　フリーダイヤル0120-250843

松江生協歯科クリニック
☎����（��）����

第2 鈴木・宮廻

第4 越田・鈴木
山下

（宮廻は奇数月のみ）
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〒690-8552 松江市西津田 8-8-10
TEL.0852-27-3774　FAX.0852-32-9371
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組合員………………………32,366人
出資金高……… 1,607,488,500円
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機関紙手配り協力員数…… 1,885人
手配り配布数………………11,970部
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ホームページ

スマートフォン用サイトはこちらから→
https://www.matsue-hew.jp/

健診センター　組合員感謝企画　健康講座
２月～３月　計４回　５３名の参加。

次回もぜひ企画をして欲しいとたくさんの声がありました♪

山代支部　かんなびサロン開設しました！
豆腐のパック飛ばしあいゲームで大盛り上がり！

八雲西支部　認知症について
楽しく認知症の学習ができました

本庄支部　水辺のサロン開設しました！
寄せ植えをしました。

地域の憩いの場になっていくといいですね！

安来第１・第２支部　青空健康チェック
記録用紙を見ながら「あれからどうかいね？」

忌部支部　カラコロ太極拳体操
みんなで体操　からだとこころもゆったりと

八幡大門支部　モルック交流会
からだもあたまも使うモルック　楽しいですよ！

菅田学園支部　お出かけ交流会
八束町　千本桜にて　花も団子も…

組合員感謝企画として1月～3月に開催しました「抽選券付組合員健診限定チケット」には133名の方からご応募いただきました。
厳正なる抽選の結果10名の方に今年度に限って使える組合員健診（新基礎コース　13,200円）の無料チケットをプレゼントいたします。

尚、当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。たくさんのご応募ありがとうございました。　 健診センター一同

当選者発表

専 門 外 来
大 腸 肛 門
ス ト ー マ
血 管

曜　日
月

第２水・第４水
水

受 付 時 間
8：00～11：00
完全予約制
8：00～11：00

（ふれあい診療所3階）

○診療／10：00～ ○受付 予　約／8：00～12：00予約外／8：00～11：00

戸 田 戸 田 戸 田 戸 田 大学医師 戸 田
月 火 水 木 金 土

戸 田 戸 田 河 野

○診療／14：00～（月・火曜日）　13：00（木曜日）

○受付
予　約／13：30～15：30（月・火曜日）

※第3月曜日完全予約制　
予約外／13：30～15：00（月・火曜日）

13：00～14：30（木曜日）
月 火 水 木

○受付／16：30～18：00
○診療／17：00～

戸 田
火

活動しています！活動しています！支 班部やつながりを大切に

過ごしやすい季節になりました。
１月から３月のおでかけ企画や
交流会などの地域活動で
85名の組合員と
10名の運営委員が誕生しました。
たくさんの人とのつながりが広がりました。
これからもゆるやかに楽しく
すすめていきます。

過ごしやすい季節になりました。
１月から３月のおでかけ企画や
交流会などの地域活動で
85名の組合員と
10名の運営委員が誕生しました。
たくさんの人とのつながりが広がりました。
これからもゆるやかに楽しく
すすめていきます。

で



（はじめに）
　社会保障制度の改悪が進んでいます。高額療養費の自己負担限度
額引上げ検討は、がんや難病などと闘う患者・家族から「生きることを
諦めさせないでください」などの切実な声につながりました。また、物価
高騰により、「朝ごはんを食べられない、昼ごはんを我慢する、1日1食
で耐える」といった若者の声も寄せられています。「国が第一に守るべき
は国民の命」のはずです。「人命は地球より重い」という言葉は、国民の
心の中に共通に存在するもので、政府、行政こそ具体化する役割を担
うべきです。
　さて、24年度は、松江保健生協が抱える経営的な困難打開にむけ、
経営状況の共有、経営改善を進めた他法人に学び、民医連中四地協経
営部との経営検討会開催など職員一丸となって経営改善に取り組みま

した。また職員確保が十分でないなかでも「断らない」を合言葉に松江
圏域（松江・安来地域）の救急医療を守り抜きました。
　しかしながら、上半期の経営不振の影響が大きく、5,000万円を超え
るマイナス経常剰余（赤字）となりました。また、看護師不足への対応と
労働環境改善を図るなか持続可能な事業運営への転換をすすめ、25
年3月末での東出雲診療所閉院、ふらここデイサービス閉所、4階南病
棟（医療療養病床40床）の休止を決断しました。
　健康チャレンジやサロンへの参加など本来の医療生協運動が拡大
し、健康づくり、つながりづくりでは大きな成果を残すことができました。
組合員活動の「地域まるごと健康づくり」の広がりは、事業と運動の推
進力になると同時に、新班結成や復活班の誕生、担い手づくりなどに繋
がりました。一方で、組合員と出資金の両方が減少しました。

重点方針のまとめ（案）2024
年度

健康づくり、つながりづくり1

ともに学ぶ、人づくり3

平和で公正な社会づくり4

事業、経営2
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❶第2期「あったかまちづくりビジョン」をすすめ、支部を元気に、
地域を元気に「誰もが健康で居心地よくくらせるまちづくり」に
むけ、“楽しい”を大事にして取り組みました。支部企画は109回、
2,323人参加（昨年比79％）となり、新たなつながりが広がりまし
た。グラウンドゴルフ、ウォーキング、モルック、お出かけ交流会、
寄せ植えなど様々な企画が実施され、地域の健康づくり、つな
がりづくりが広がりました。特に「ありがとうキャンペーン」では、
新規197人、だんだん出資51人の加入につながりました。
❷「担い手ふやし月間」に取組み、前年度を上回る35人の運営
委員が誕生しました。
　新しい運営委員が、新たな人を誘って、更なる担い手づくりに
つなげました。
❸すこしおの取り組みとして、健康づくり委員会を中心に、組合員考
案の「すこしおレシピ」や、尿塩分チェックを新たにキャンペーンと
して加え、生活習慣を見直すきっかけづくりにつながりました。
❹健康チャレンジは１9年目を迎え、11,896人が参加しました。仲
間でチャレンジも869グループ、3,375人の参加があり、10の新
班誕生と1つの班復活につながりました。
　秋の生協強化月間では、笑顔まつり（生協病院グループ）、虹ま
つり（虹グループ）、学園まつり（学園グループ）を開催し、組合
員、職員、地域の人々とつながりを深めることができました。
❺医療福祉生協連の片山専務を招いて開催した理事職場長合
同会議（24年9月開催）で組合員拡大、組合員活動の強化につ
いて検討しました。また、「医療福祉生協における組合員参加の
あり方提言」の学習で生協活動の担い手不足、高齢化など会員
生協が共通に抱えている課題を共有しました。
❻フードバンクと子ども食堂などの構成団体として、継続して未
来を担う子ども達への支援を行いました。また、新入職員研修
の一環で他団体との交流をすることができました。「おたがいさ
ま支えあい基金」は940,361円の募金を達成し、「無料低額診
療事業」や「その人らしくを支える支援」に活用しました。

❶2025年度医療福祉生協の中心テーマと重点課題（案）や全日
本民医連第46回運動方針について、各事業所で職場内学習会
を行いました。班会やサロンを通じて組合員と職員が連携を強
めました。
❷いのちの章典を開催（2/27）し、日々の医療・介護活動を振り
返るなかで、患者・利用者さん、組合員さん、地域のみなさんと
のつながりを大切にして活動していることを共有しました。
❸職員の働き方改革、ワークライフバランスの改善、メンタルヘ
ルス対策を進めてきました。ワークライフバランスの改善に
ついては特命チームを設け、25年度に向けての推進体制を
設置しました。

❷経営改善に向け経営学習会（10/31）、民医連中四地協経営検
討会（11/23・24）を開催しました。経営改善の先進事例などを
学ぶと共に、当法人の課題を指摘されたことで役職員の経営改
善に対する意識が高まり、具体的な手立てにつながりました。事
業所独立会計の運用による各事業所が現状分析と改善策の実
施のために、25年度にむけ、専務補佐機能として法人事務長会
議の定期開催を行います。
❸組合員増やしでは1,034人（目標１,２００人）、出資金増やしでは
1億9,180万円（目標２億3千万円）、物価高騰などの影響により
出資金の純増は▲5,731万円となりました。

❶SDGsの取組みとして、本庄支部の中海海岸清掃や、城北支部
のフードバンク応援バザー開催といった、環境問題を考え、暮ら
しを支援する活動を継続しました。
❷「憲法改悪を許さない」「保険で良い歯科医療を」「介護保
険制度の改善と介護職員の確保」「いままで通りの保険証を
残そう」「高額療養費の負担限度額引き上げの白紙撤回を
求める緊急署名」などの署名に取り組みました。

❸7月の平和行進には組合員と職員が参加し、平和の誓いを新
たにしました。8月の原水禁世界大会では、過去最高の約10
万羽の折り鶴を奉納し平和の祈りを捧げました。第36回「戦
争体験を語り継ぐ集い」は、再び戦争を起こさないよう悲惨
な体験とその教訓を語り継ぎました。

❹医療・介護制度の充実、医療介護従事者の確保など地域の要求
を直接伝えるために島根県健康福祉部等への要請行動、島根
県議会議員と懇談を行いました。

❶二次医療圏（松江市と安来市）での医療提供体制がひっ迫する
なか、職員は多忙を極めましたが、「断らない」を合言葉に入院・
入所受入れ、救急搬入の対応に奮闘しました。また、在宅患者の
医療ニーズに応えるため訪問診療を拡大し、ひと月当たり50件
増を達成しました。一方で、上半期の入院収益未達、外来患者・
通所介護利用者の減少により24年度の経常剰余金は▲5,500
万円（予算差▲1億8,200万円、昨年差+7,000万円）となりま
した。
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初

心
者
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

チ
ー
ム
の
先
輩
方
に
や
さ
し
く

指
導
し
て
い
た
だ
き
、
す
こ
し

ず
つ
コ
ツ
も
分
か
り
、
楽
し
く

プ
レ
イ
出
来
ま
し
た
。
ホ
ー
ル

イ
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ワ
ン
も
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名
も
あ
り
、
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
会
場
で
、
桜
を
見
な
が

ら
プ
レ
イ
が
出
来
た
ら
最
高
で

す
ね
。
来
年
も
、
是
非
交
流
会

を
開
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
世
話
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た
だ
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が
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う
ご
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ま
し
た
。
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。
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目
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。

　
生
協
職
員
さ
ん
が
用
意
さ
れ

た
ス
ク
リ
ー
ン
に
カ
ラ
オ
ケ
を

映
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ん
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だ
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で
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唱
で

す
。
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加
で
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た
。
　

　
は
じ
め
に
八
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姫
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メ
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ん
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中
」
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始
ま
り
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ト
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酔
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で
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八
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お
薬
手
帳
の
活
用
の
大
切
な

事
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後

発
医
薬
品
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等
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
質
問
で
、
日
常
的
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
疑
問
に

思
う
こ
と
や
、
睡
眠
薬
の
服
用

時
間
帯
、
食
間
に
飲
む
と
か
に

つ
き
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
終
わ
っ
て
も
先
生
に
疑
問
を

投
げ
か
け
て
話
を
す
る
人
も
あ

り
、
大
変
有
意
義
な
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
に

感
謝
を
し
、
日
々
の
薬
の
飲
み

方
や
、
管
理
に
今
日
の
学
び
を

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
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木
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運
営
委
員 

竹
下
孝
子
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3
月
25
日
（
火
）
の
今
日
は

松
江
で
は
22
度
の
気
温
で
晴
れ

た
暖
か
い
1
日
で
し
た
。
桜
の

開
花
の
時
期
が
来
ま
し
た
。

　
乃
木
第
1
支
部
で
は
「
薬
の

飲
み
方
、薬
と
の
付
き
合
い
方
、

薬
に
関
す
る
知
識
」
と
い
う
演

題
で
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
場
は
乃
木
公
民
館

の
1
室
を
お
借
り
し
て
、

講
師
は
生
協
病
院
の
薬
剤

師
、
三
賀
森
麻
美
先
生
の

お
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
17
名
で
、
先
生

の
流
暢
で
わ
か
り
や
す
い

お
話
を
資
料
を
見
な
が
ら
、

約
1
時
間
熱
心
に
学
び
ま

し
た
。

　
薬
の
正
し
い
飲
み
方
に

細
か
く
注
意
す
る
こ
と
、

3/25

め
っ
ち
ゃ
め
ち
ゃ

楽
し
か
っ
た
よ
♪

東川津支部

2/14

バ
レ
ン
タ
イ
ン

コ
ン
サ
ー
ト

八束支部
牡丹サロン

3/25

お
薬
の
学
習
会
を
終
え
て

乃木第１支部

和気あいあいの交流会でした！

美空すずめさん熱唱！

今飲んでいる薬についてたくさんの
質問がありました！

5月の青空健康チェック開催予定

5月のサロン開催予定

7.5cm四方の折り紙で折り、くちばしを折るかどうかは自由で
す。ただし翼は広げないでください。1mの木綿糸2本どりで折
り鶴を50羽重ねてつないでお持ちください。

8月に開催される原水爆禁止世界大会への
参加に合わせ

折り鶴を、下記の通り募集いたします。

お持ち
いただく期間

お持ち
いただく場所

7月25日（金）までに

松江保健生協 地域担当課
TEL（0852）27-3774

月刊「 強 い 体 」

「あったか元気便」事務局
松江市西津田３-５-16　JAしまね津田支店 ２階
TEL：0852-67-7350／FAX：0852-67-7351
ホームページ　httpｓ://foodbankshimane.com

フードバンクしまねでは、お米（玄米）や食
品の寄付をお願いしています。お米なら
過去2年以内冷蔵庫で保存されていたも
のならOKです。
キロ数は問いません。みなさまのご協力をよろしくお願
いいたします。
食品を7月までにご提供いただく場合、8月以降の賞味
期限があれば大丈夫です。（お菓子、調味料、缶詰、イン
スタント食品、レトルト食品、飲料など）、生鮮食品や酒類
は不可です。

お米・食品募集!お米・食品募集!

ご
連
絡
先

松江生協病院　栄養課
安達ゆかり TEL：0852-23-1111（代表）

詳細は、松江生協病
院ホームページ、
ハローワークでご確
認お願い致します。募集しています！

お問い
合わせ

栄養士・調理師を栄養士・調理師を栄養士・調理師をを高齢者住宅（ふらここ なないろ）

介護医療院　虹　池田真由美
TEL（0852）24-1212   FAX（0852）27-0087

空き部屋情報空き部屋情報

入所についてのお問い合わせは下記までご連絡下さい。

3室

ふらここ
住宅

2室

なないろ
住宅

松江市佐草町にある
「ふらここ住宅」「なないろ住宅」の

4月１日現在の空き部屋数

入居者
募集中！

い き い き支部や

班で 活動しています！元気に

「折り鶴」の募集について

日　時
健康チェック、
コーヒー（コーヒー代100円）

5/7（水）
10：30～14：00

にっこりサロン（雑賀）
／にっこり文庫

体操、歌、ゲーム5/12（月）
10：00～11：00

はっぴぃサロン（古志原）
／松ヶ丘会館

モルック5/13（火）
10：00～11：30

ななかまどサロン（忌部）
／忌部公民館

麻雀・脳トレ5/24（土）
9：30～11：30

よらこいサロン（古志原西）
／一の谷集会所

内　容名　称（支部）／会　場

日　時

血圧、体脂肪、筋肉量、握力、足指力5/1（木）
10：00～11：00

安来第１・安来第２
／JAグリーンセンターはしま

血圧、体脂肪、筋肉量、血管年齢、
骨密度

5/8（木）
9：30～11：00 菅田学園支部／菅田会館

血圧、体脂肪、筋肉量、握力5/20（火）
10：00～11：00 東まつばら／津田公民館

血圧、体脂肪、筋肉量、血管年齢、
骨密度

5/20（火）
10：00～11：00 法吉／淞北台自治会館

内　容名　称（支部）／会　場



（はじめに）
　社会保障制度の改悪が進んでいます。高額療養費の自己負担限度
額引上げ検討は、がんや難病などと闘う患者・家族から「生きることを
諦めさせないでください」などの切実な声につながりました。また、物価
高騰により、「朝ごはんを食べられない、昼ごはんを我慢する、1日1食
で耐える」といった若者の声も寄せられています。「国が第一に守るべき
は国民の命」のはずです。「人命は地球より重い」という言葉は、国民の
心の中に共通に存在するもので、政府、行政こそ具体化する役割を担
うべきです。
　さて、24年度は、松江保健生協が抱える経営的な困難打開にむけ、
経営状況の共有、経営改善を進めた他法人に学び、民医連中四地協経
営部との経営検討会開催など職員一丸となって経営改善に取り組みま

した。また職員確保が十分でないなかでも「断らない」を合言葉に松江
圏域（松江・安来地域）の救急医療を守り抜きました。
　しかしながら、上半期の経営不振の影響が大きく、5,000万円を超え
るマイナス経常剰余（赤字）となりました。また、看護師不足への対応と
労働環境改善を図るなか持続可能な事業運営への転換をすすめ、25
年3月末での東出雲診療所閉院、ふらここデイサービス閉所、4階南病
棟（医療療養病床40床）の休止を決断しました。
　健康チャレンジやサロンへの参加など本来の医療生協運動が拡大
し、健康づくり、つながりづくりでは大きな成果を残すことができました。
組合員活動の「地域まるごと健康づくり」の広がりは、事業と運動の推
進力になると同時に、新班結成や復活班の誕生、担い手づくりなどに繋
がりました。一方で、組合員と出資金の両方が減少しました。

重点方針のまとめ（案）2024
年度

健康づくり、つながりづくり1

ともに学ぶ、人づくり3

平和で公正な社会づくり4

事業、経営2

2025年５月１日　No.6082025年５月１日　No.6083 月刊「 強 い 体 」 2025年５月１日　No.6082025年５月１日　No.608 月刊「 強 い 体 」 2

❶第2期「あったかまちづくりビジョン」をすすめ、支部を元気に、
地域を元気に「誰もが健康で居心地よくくらせるまちづくり」に
むけ、“楽しい”を大事にして取り組みました。支部企画は109回、
2,323人参加（昨年比79％）となり、新たなつながりが広がりまし
た。グラウンドゴルフ、ウォーキング、モルック、お出かけ交流会、
寄せ植えなど様々な企画が実施され、地域の健康づくり、つな
がりづくりが広がりました。特に「ありがとうキャンペーン」では、
新規197人、だんだん出資51人の加入につながりました。
❷「担い手ふやし月間」に取組み、前年度を上回る35人の運営
委員が誕生しました。
　新しい運営委員が、新たな人を誘って、更なる担い手づくりに
つなげました。
❸すこしおの取り組みとして、健康づくり委員会を中心に、組合員考
案の「すこしおレシピ」や、尿塩分チェックを新たにキャンペーンと
して加え、生活習慣を見直すきっかけづくりにつながりました。
❹健康チャレンジは１9年目を迎え、11,896人が参加しました。仲
間でチャレンジも869グループ、3,375人の参加があり、10の新
班誕生と1つの班復活につながりました。
　秋の生協強化月間では、笑顔まつり（生協病院グループ）、虹ま
つり（虹グループ）、学園まつり（学園グループ）を開催し、組合
員、職員、地域の人々とつながりを深めることができました。
❺医療福祉生協連の片山専務を招いて開催した理事職場長合
同会議（24年9月開催）で組合員拡大、組合員活動の強化につ
いて検討しました。また、「医療福祉生協における組合員参加の
あり方提言」の学習で生協活動の担い手不足、高齢化など会員
生協が共通に抱えている課題を共有しました。
❻フードバンクと子ども食堂などの構成団体として、継続して未
来を担う子ども達への支援を行いました。また、新入職員研修
の一環で他団体との交流をすることができました。「おたがいさ
ま支えあい基金」は940,361円の募金を達成し、「無料低額診
療事業」や「その人らしくを支える支援」に活用しました。

❶2025年度医療福祉生協の中心テーマと重点課題（案）や全日
本民医連第46回運動方針について、各事業所で職場内学習会
を行いました。班会やサロンを通じて組合員と職員が連携を強
めました。
❷いのちの章典を開催（2/27）し、日々の医療・介護活動を振り
返るなかで、患者・利用者さん、組合員さん、地域のみなさんと
のつながりを大切にして活動していることを共有しました。
❸職員の働き方改革、ワークライフバランスの改善、メンタルヘ
ルス対策を進めてきました。ワークライフバランスの改善に
ついては特命チームを設け、25年度に向けての推進体制を
設置しました。

❷経営改善に向け経営学習会（10/31）、民医連中四地協経営検
討会（11/23・24）を開催しました。経営改善の先進事例などを
学ぶと共に、当法人の課題を指摘されたことで役職員の経営改
善に対する意識が高まり、具体的な手立てにつながりました。事
業所独立会計の運用による各事業所が現状分析と改善策の実
施のために、25年度にむけ、専務補佐機能として法人事務長会
議の定期開催を行います。
❸組合員増やしでは1,034人（目標１,２００人）、出資金増やしでは
1億9,180万円（目標２億3千万円）、物価高騰などの影響により
出資金の純増は▲5,731万円となりました。

❶SDGsの取組みとして、本庄支部の中海海岸清掃や、城北支部
のフードバンク応援バザー開催といった、環境問題を考え、暮ら
しを支援する活動を継続しました。
❷「憲法改悪を許さない」「保険で良い歯科医療を」「介護保
険制度の改善と介護職員の確保」「いままで通りの保険証を
残そう」「高額療養費の負担限度額引き上げの白紙撤回を
求める緊急署名」などの署名に取り組みました。

❸7月の平和行進には組合員と職員が参加し、平和の誓いを新
たにしました。8月の原水禁世界大会では、過去最高の約10
万羽の折り鶴を奉納し平和の祈りを捧げました。第36回「戦
争体験を語り継ぐ集い」は、再び戦争を起こさないよう悲惨
な体験とその教訓を語り継ぎました。

❹医療・介護制度の充実、医療介護従事者の確保など地域の要求
を直接伝えるために島根県健康福祉部等への要請行動、島根
県議会議員と懇談を行いました。

❶二次医療圏（松江市と安来市）での医療提供体制がひっ迫する
なか、職員は多忙を極めましたが、「断らない」を合言葉に入院・
入所受入れ、救急搬入の対応に奮闘しました。また、在宅患者の
医療ニーズに応えるため訪問診療を拡大し、ひと月当たり50件
増を達成しました。一方で、上半期の入院収益未達、外来患者・
通所介護利用者の減少により24年度の経常剰余金は▲5,500
万円（予算差▲1億8,200万円、昨年差+7,000万円）となりま
した。
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い
た
歌
集
で
全
員
合
唱
で

す
。
20
人
の
参
加
で
し
た
。
　

　
は
じ
め
に
八
束
の
歌
姫
、
美

空
ス
ズ
メ
さ
ん
の「
花
笠
道
中
」

か
ら
始
ま
り
、
ゲ
ス
ト
の
「
瀬

戸
の
花
嫁
」「
酔
歌
」
も
好
評

で
し
た
。
歌
に
合
わ
せ
て
フ
ラ

ダ
ン
ス
や
手
話
も
加
え
て
、

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
有
、
も
ち
ろ

ん
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
八
束
支
部
担
当
理
事
　
橘
幸
子
）

お
薬
手
帳
の
活
用
の
大
切
な

事
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後

発
医
薬
品
）
等
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
質
問
で
、
日
常
的
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
疑
問
に

思
う
こ
と
や
、
睡
眠
薬
の
服
用

時
間
帯
、
食
間
に
飲
む
と
か
に

つ
き
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
終
わ
っ
て
も
先
生
に
疑
問
を

投
げ
か
け
て
話
を
す
る
人
も
あ

り
、
大
変
有
意
義
な
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
に

感
謝
を
し
、
日
々
の
薬
の
飲
み

方
や
、
管
理
に
今
日
の
学
び
を

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
乃
木
第
1
支
部

運
営
委
員 

竹
下
孝
子
）

　
3
月
25
日
（
火
）
の
今
日
は

松
江
で
は
22
度
の
気
温
で
晴
れ

た
暖
か
い
1
日
で
し
た
。
桜
の

開
花
の
時
期
が
来
ま
し
た
。

　
乃
木
第
1
支
部
で
は
「
薬
の

飲
み
方
、薬
と
の
付
き
合
い
方
、

薬
に
関
す
る
知
識
」
と
い
う
演

題
で
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
場
は
乃
木
公
民
館

の
1
室
を
お
借
り
し
て
、

講
師
は
生
協
病
院
の
薬
剤

師
、
三
賀
森
麻
美
先
生
の

お
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
17
名
で
、
先
生

の
流
暢
で
わ
か
り
や
す
い

お
話
を
資
料
を
見
な
が
ら
、

約
1
時
間
熱
心
に
学
び
ま

し
た
。

　
薬
の
正
し
い
飲
み
方
に

細
か
く
注
意
す
る
こ
と
、

3/25

め
っ
ち
ゃ
め
ち
ゃ

楽
し
か
っ
た
よ
♪

東川津支部

2/14

バ
レ
ン
タ
イ
ン

コ
ン
サ
ー
ト

八束支部
牡丹サロン

3/25

お
薬
の
学
習
会
を
終
え
て

乃木第１支部

和気あいあいの交流会でした！

美空すずめさん熱唱！

今飲んでいる薬についてたくさんの
質問がありました！

5月の青空健康チェック開催予定

5月のサロン開催予定

7.5cm四方の折り紙で折り、くちばしを折るかどうかは自由で
す。ただし翼は広げないでください。1mの木綿糸2本どりで折
り鶴を50羽重ねてつないでお持ちください。

8月に開催される原水爆禁止世界大会への
参加に合わせ

折り鶴を、下記の通り募集いたします。

お持ち
いただく期間

お持ち
いただく場所

7月25日（金）までに

松江保健生協 地域担当課
TEL（0852）27-3774

月刊「 強 い 体 」

「あったか元気便」事務局
松江市西津田３-５-16　JAしまね津田支店 ２階
TEL：0852-67-7350／FAX：0852-67-7351
ホームページ　httpｓ://foodbankshimane.com

フードバンクしまねでは、お米（玄米）や食
品の寄付をお願いしています。お米なら
過去2年以内冷蔵庫で保存されていたも
のならOKです。
キロ数は問いません。みなさまのご協力をよろしくお願
いいたします。
食品を7月までにご提供いただく場合、8月以降の賞味
期限があれば大丈夫です。（お菓子、調味料、缶詰、イン
スタント食品、レトルト食品、飲料など）、生鮮食品や酒類
は不可です。

お米・食品募集!お米・食品募集!

ご
連
絡
先

松江生協病院　栄養課
安達ゆかり TEL：0852-23-1111（代表）

詳細は、松江生協病
院ホームページ、
ハローワークでご確
認お願い致します。募集しています！

お問い
合わせ

栄養士・調理師を栄養士・調理師を栄養士・調理師をを高齢者住宅（ふらここ なないろ）

介護医療院　虹　池田真由美
TEL（0852）24-1212   FAX（0852）27-0087

空き部屋情報空き部屋情報

入所についてのお問い合わせは下記までご連絡下さい。

3室

ふらここ
住宅

2室

なないろ
住宅

松江市佐草町にある
「ふらここ住宅」「なないろ住宅」の

4月１日現在の空き部屋数

入居者
募集中！

い き い き支部や

班で 活動しています！元気に

「折り鶴」の募集について

日　時
健康チェック、
コーヒー（コーヒー代100円）

5/7（水）
10：30～14：00

にっこりサロン（雑賀）
／にっこり文庫

体操、歌、ゲーム5/12（月）
10：00～11：00

はっぴぃサロン（古志原）
／松ヶ丘会館

モルック5/13（火）
10：00～11：30

ななかまどサロン（忌部）
／忌部公民館

麻雀・脳トレ5/24（土）
9：30～11：30

よらこいサロン（古志原西）
／一の谷集会所

内　容名　称（支部）／会　場

日　時

血圧、体脂肪、筋肉量、握力、足指力5/1（木）
10：00～11：00

安来第１・安来第２
／JAグリーンセンターはしま

血圧、体脂肪、筋肉量、血管年齢、
骨密度

5/8（木）
9：30～11：00 菅田学園支部／菅田会館

血圧、体脂肪、筋肉量、握力5/20（火）
10：00～11：00 東まつばら／津田公民館

血圧、体脂肪、筋肉量、血管年齢、
骨密度

5/20（火）
10：00～11：00 法吉／淞北台自治会館

内　容名　称（支部）／会　場



（はじめに）
　いま、全国の医療生協は二つの大きな危機に直面しています。それは
「組合員参加の危機」と「経営・事業継続の危機」です。
具体的には、松江保健生協の魅力をどのように強化していくかが課題
となっており、組合員数の減少、出資金の純減、担い手づくりの課題、事
業所の組合員利用率の低下、経営悪化、資金の減少、職員確保の困難
性、ガバナンスの課題などが挙げられます。
松江保健生協の前身である松江勤労者健康管理協会は、いつも身近
で、安心してかかれる自分たちの医療機関がほしいという地域の人々

の願いから、1950年8月、地域住民の皆さんの知恵と力で誕生し、松江
大衆診療所を開設しました。「医療を受ける権利は誰もが平等である」
という理念のもと、先人たちは地域と協同（心と力を合わせる）して活動
してきました。組合員と職員、経営・事業活動と組合員活動の境を越え、
一丸となって健康づくり、まちづくり、そして無差別平等の医療・介護の
実践に取り組んできたのです。その歩みを止めるわけにはいきません。
私たち松江保健生活協同組合は、未来にわたって地域の医療・介護事
業における責任と役割を果たしていきます。

重点方針（案）

（基本方針）
Ⅰ. 全ての活動を事業と捉え、多様な参加と協同で「組合員参加の危機」を乗り越えていきます
Ⅱ. 異常な速度で悪化している「経営・事業継続の危機」を、組合員と職員の力を結集し、地域と一体となって突破していきます

2025
年度

“ SDGｓ” 本庄支部　中海海岸清掃

85.285.2

85.8

73.8

74.374.3

66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88

全国

島根

平均寿命と健康寿命

■健康寿命 ■平均寿命

11.5 才  

11.4 才 

 
 

山陰中央新報の記事より 

■病気や介護が必要な状態で
　生活するする期間

2025年５月１日　No.6082025年５月１日　No.6085 2025年５月１日　No.6082025年５月１日　No.608 4

〇高齢期を「高齢輝」へ。安心、安全、満足の医療・介護・福祉事業の推進や予
防活動の普及（フレイル、オーラルフレイル、認知症など）、ヘルスリテラシー
の向上への取組み、健康チャレンジや“すこしお”など松江保健生協の取組
みを広げ、「できるだけ自分自身で自立して元気に過ごしていきたい」「介護
を必要としない老後を過ごしたい」という地域の声に応え、健康寿命を延ば
す取組みを強めます。

〇具体的には年1回の健診キャンペーンの拡大、健康まつりや青空健康チェッ
クの実施、フレイル・オーラルフレイル予防を推進します。また健康寿命を延
ばすきっかけづくりとして健康チャレンジやすこしおの取組みを地域へ広げ
ます。

〇こういった活動を広げるために、世代や組合員の枠を超えて楽しい活動、や
りがい・生きがいにつながる活動をつくり、多様な参加と協同のあるまちづく
りを目指します。“まずは集まる”班会・お試し班会や、そこにいるだけで“ほっ
とする”サロンなどの居場所づくりを進めます。

〇医療生協の活動を通じて、組合員と担い手づくりの拡大、出資金の増加、事
業所の組合員利用率アップなどの課題に取り組みます。「松江保健生協にく
れば何とかなる」と思われるように地域の信頼を広げていきます。

〇医療福祉生協連の片山専務を招いて開催した理事職場長合同会議（24年
9月開催）での検討や「医療福祉生協における組合員参加のあり方提言」を
参考に、これまでの組合員参加の在り方を継承するとともに、新しい班や班
会のカタチを展望していきます。ゆるやかなつながりを広げ、お互いを気にか
けあう生協ならではの安心ネットワークを広げます。

〇職員確保は事業継続に関わる重大な課題です。
奨学金規程や養成規程などの改定、4週8休制
や定年延長の具体化を図り、職員が健康で働き
つづけられる環境作りを推進していきます。ま
た、ハラスメント防止を進め、心理的安全性の高
い職場づくりに取り組みます。

〇松江保健生協の歴史に学び、事業や運動を通じ
て、組合員と職員が自らの存在意義や社会的役
割を自覚し誇りに思う気持ち（生協プライド）の醸
成を進めます。保健生協の事業や理事・職場長合
同会議、いのちの章典実践交流などを通じて組
合員と職員がお互いの活動を交流し、理解し合う
ことで信頼関係を深めていくことが重要です。

〇医療福祉生協連や民医連の教材、方針等の学
習に取組み、その理念や価値に確信を持ち、共
感を広げます。また、いのちの章典実践交流会の
開催や健康と平和、いのち輝く社会をつくると
いう理念を組合員と職員がともに学ぶ機会を大
切にしながら後継者育成を行います。

〇中海海岸清掃や、フードバンク支援活動などＳ
ＤＧｓを意識した活動を広げます。また、組合員、
職員一人ひとりが活躍できる場をつくり、「でき
ることから手伝ってもらう」ことをつなげていき
ます。

〇2025年国際協同組合年の学習や島根県生活
協同組合連合会の活動を通じて、協同組合や医
療福祉生協の理解を深めていきます。松江保健
生協75周年事業（2027年開催）を検討してい
きます。

〇日本被団協の「ノーベル平和賞」受賞に確信を
もち、核兵器廃絶と平和な社会をつくる運動を
広げます。戦後80年の節目として「九条の碑」を
設置し、平和へのアピールを行います。原水爆禁
止世界大会、平和行進、第３７回「戦争体験を語
り継ぐ集い」への参加などを通じて平和と憲法
について学習していく機会をつくっていきます。
また、原発学習や気候変動についての学習も検
討します。

〇全国で起きている災害への支援を行います。ま
た、他団体とともにフードバンクや子ども食堂の
活動、通院困難者への支援を行います。協同の
取組みを広げ「誰一人取り残されない」まちづく
りを進めます。

〇ジェンダー平等、多様性を尊重し、全ての人々
の人権を守る公正な社会づくりに向けて学び行
動します。「現行の健康保険証廃止」による問題
を明らかにし、誰もが平等で安心して医療を受
けられるよう改善運動を進めていきます。

〇経営資源（マンパワー、機器、建物など）をフル活用し、持っているパフォーマ
ンスを最大限引き出し、予算計画（患者・利用者、収益、剰余）の達成を行い
ます。そのために全職員参加の経営と組合員の利用結集を進めます。また、
法人事務長会議において事業所独立会計の運用と経営検討を進め、ヒト・
モノ・カネの投資の効果の検証、労働生産性（1医師、1職員の収益と費用）
の改善を進めます。

〇一方で、患者・利用者数の減少、資金の減少、生産年齢人口減少と職員確保
の困難性など経営状況と社会環境の変化をみながら、何を伸ばすか・残さ
なければならないか、何をやめるかを判断し、持続可能な経営・事業を追求
していきます。

〇中長期経営計画（2034年までの資金、剰余金などの経営計画）を明確にし
ていきます。同時に松江生協病院リニューアル構想検討チームを設置し、医
療機能や病床数を検討していきます。

【用語集】
＊ガバナンス

企業経営において公正な判断・運営がなされるよう、監視・統制する仕組みを指します。
＊フレイル予防

健康な状態と要介護状態の中間の段階の状態であり、予備能力低下により身体機能障害
に陥りやすい状態のことの総称です。フレイルを予防し健康寿命を延ばしましょう。 

＊ヘルスリテラシー
健康や医療に関する正しい情報を入手し、理解して活用する能力のことです。

＊2025国際協同組合年
　国連は「一年間を通じて、平和と安全、開発、人権/人道の問題など、ひとつの特定の
テーマを設定し、国際社会の関心を喚起し、取り組みを促すため」に「国際年」を制定してい
ます。国連はその一環として2023年12月の「社会開発における協同組合」と題する総会
決議のなかで2025年を2回目の国際協同組合年（Internat ional  Year  of 
Cooperatives=IYC）とすると定めました。
　上述の国連総会決議では、すべての加盟国に対し、「協同組合を振興促進し、持続可能
な開発目標の実施と社会・経済開発全体に対する協同組合の貢献に対する認知を高める
方法として、「国際協同組合年」を活用することを促す。」としたうえで、協同組合の人間ら
しい雇用の創出、貧困と飢餓の解消、教育、社会的保護、金融包摂、手頃な価格の住宅、包
摂的な社会の構築などへの貢献を支援することを求めています。

借入金返済 （注2）
設備投資　 （注3）
退職支払
奨学金等貸付他
法人税等

手持資金増加

221,758
350,000
117,930
20,000
24,667

　
70,000

804,355

減価償却費（既存）
減価償却費（新規分）
新規借入金　（注4）
退職給付繰入
出資金（純増）
必要利益

308,080
23,275

200,000
113,000

0
160,000

　
804,355

合　計

合　計

必　要　資　金

資　金　源　泉

2025年度　法人必要利益（案） （単位：千円）

（注2）25年度からＷＡＭ（独立行政法人　福祉医療機構）への返済開始
（注3）IVR-CT、透析関連機器の更新　　　（注4）（注3）のための借入れ

せいきょうの事業と運動の推移Ⅲ

第80回
通常総代会のお知らせ

松江保健生活協同組合

開催日／2025年6月20日（金）午前９時30分～午後12時30分
会　場／松江テルサ 総代定数／250名1階多目的ホール

事業収益（万円）

再掲：福祉事業収益（万円）

総資産額（万円）

組合員数

出資金持ち高（万円）

支部数

班数

班会のべ開催数

健康チェック総数

健康チャレンジ参加者数

機関紙手配り協力員数

機関紙手配り部数

支部運営委員数

持続可能な事業、経営の追求

だれもが健康で居心地よく暮らせる
まちづくりへの挑戦

ともに学ぶ、人づくり

平和で公正な社会づくり

1

3

4

2

19年度比

1,8721,872

（万円）

（人） （人）

（人）

31,500

32,000

32,500

33,000
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松江保健生活協同組合の概要（見込）



（はじめに）
　いま、全国の医療生協は二つの大きな危機に直面しています。それは
「組合員参加の危機」と「経営・事業継続の危機」です。
具体的には、松江保健生協の魅力をどのように強化していくかが課題
となっており、組合員数の減少、出資金の純減、担い手づくりの課題、事
業所の組合員利用率の低下、経営悪化、資金の減少、職員確保の困難
性、ガバナンスの課題などが挙げられます。
松江保健生協の前身である松江勤労者健康管理協会は、いつも身近
で、安心してかかれる自分たちの医療機関がほしいという地域の人々

の願いから、1950年8月、地域住民の皆さんの知恵と力で誕生し、松江
大衆診療所を開設しました。「医療を受ける権利は誰もが平等である」
という理念のもと、先人たちは地域と協同（心と力を合わせる）して活動
してきました。組合員と職員、経営・事業活動と組合員活動の境を越え、
一丸となって健康づくり、まちづくり、そして無差別平等の医療・介護の
実践に取り組んできたのです。その歩みを止めるわけにはいきません。
私たち松江保健生活協同組合は、未来にわたって地域の医療・介護事
業における責任と役割を果たしていきます。

重点方針（案）

（基本方針）
Ⅰ. 全ての活動を事業と捉え、多様な参加と協同で「組合員参加の危機」を乗り越えていきます
Ⅱ. 異常な速度で悪化している「経営・事業継続の危機」を、組合員と職員の力を結集し、地域と一体となって突破していきます
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山陰中央新報の記事より 

■病気や介護が必要な状態で
　生活するする期間

2025年５月１日　No.6082025年５月１日　No.6085 2025年５月１日　No.6082025年５月１日　No.608 4

〇高齢期を「高齢輝」へ。安心、安全、満足の医療・介護・福祉事業の推進や予
防活動の普及（フレイル、オーラルフレイル、認知症など）、ヘルスリテラシー
の向上への取組み、健康チャレンジや“すこしお”など松江保健生協の取組
みを広げ、「できるだけ自分自身で自立して元気に過ごしていきたい」「介護
を必要としない老後を過ごしたい」という地域の声に応え、健康寿命を延ば
す取組みを強めます。

〇具体的には年1回の健診キャンペーンの拡大、健康まつりや青空健康チェッ
クの実施、フレイル・オーラルフレイル予防を推進します。また健康寿命を延
ばすきっかけづくりとして健康チャレンジやすこしおの取組みを地域へ広げ
ます。

〇こういった活動を広げるために、世代や組合員の枠を超えて楽しい活動、や
りがい・生きがいにつながる活動をつくり、多様な参加と協同のあるまちづく
りを目指します。“まずは集まる”班会・お試し班会や、そこにいるだけで“ほっ
とする”サロンなどの居場所づくりを進めます。

〇医療生協の活動を通じて、組合員と担い手づくりの拡大、出資金の増加、事
業所の組合員利用率アップなどの課題に取り組みます。「松江保健生協にく
れば何とかなる」と思われるように地域の信頼を広げていきます。

〇医療福祉生協連の片山専務を招いて開催した理事職場長合同会議（24年
9月開催）での検討や「医療福祉生協における組合員参加のあり方提言」を
参考に、これまでの組合員参加の在り方を継承するとともに、新しい班や班
会のカタチを展望していきます。ゆるやかなつながりを広げ、お互いを気にか
けあう生協ならではの安心ネットワークを広げます。

〇職員確保は事業継続に関わる重大な課題です。
奨学金規程や養成規程などの改定、4週8休制
や定年延長の具体化を図り、職員が健康で働き
つづけられる環境作りを推進していきます。ま
た、ハラスメント防止を進め、心理的安全性の高
い職場づくりに取り組みます。

〇松江保健生協の歴史に学び、事業や運動を通じ
て、組合員と職員が自らの存在意義や社会的役
割を自覚し誇りに思う気持ち（生協プライド）の醸
成を進めます。保健生協の事業や理事・職場長合
同会議、いのちの章典実践交流などを通じて組
合員と職員がお互いの活動を交流し、理解し合う
ことで信頼関係を深めていくことが重要です。

〇医療福祉生協連や民医連の教材、方針等の学
習に取組み、その理念や価値に確信を持ち、共
感を広げます。また、いのちの章典実践交流会の
開催や健康と平和、いのち輝く社会をつくると
いう理念を組合員と職員がともに学ぶ機会を大
切にしながら後継者育成を行います。

〇中海海岸清掃や、フードバンク支援活動などＳ
ＤＧｓを意識した活動を広げます。また、組合員、
職員一人ひとりが活躍できる場をつくり、「でき
ることから手伝ってもらう」ことをつなげていき
ます。

〇2025年国際協同組合年の学習や島根県生活
協同組合連合会の活動を通じて、協同組合や医
療福祉生協の理解を深めていきます。松江保健
生協75周年事業（2027年開催）を検討してい
きます。

〇日本被団協の「ノーベル平和賞」受賞に確信を
もち、核兵器廃絶と平和な社会をつくる運動を
広げます。戦後80年の節目として「九条の碑」を
設置し、平和へのアピールを行います。原水爆禁
止世界大会、平和行進、第３７回「戦争体験を語
り継ぐ集い」への参加などを通じて平和と憲法
について学習していく機会をつくっていきます。
また、原発学習や気候変動についての学習も検
討します。

〇全国で起きている災害への支援を行います。ま
た、他団体とともにフードバンクや子ども食堂の
活動、通院困難者への支援を行います。協同の
取組みを広げ「誰一人取り残されない」まちづく
りを進めます。

〇ジェンダー平等、多様性を尊重し、全ての人々
の人権を守る公正な社会づくりに向けて学び行
動します。「現行の健康保険証廃止」による問題
を明らかにし、誰もが平等で安心して医療を受
けられるよう改善運動を進めていきます。

〇経営資源（マンパワー、機器、建物など）をフル活用し、持っているパフォーマ
ンスを最大限引き出し、予算計画（患者・利用者、収益、剰余）の達成を行い
ます。そのために全職員参加の経営と組合員の利用結集を進めます。また、
法人事務長会議において事業所独立会計の運用と経営検討を進め、ヒト・
モノ・カネの投資の効果の検証、労働生産性（1医師、1職員の収益と費用）
の改善を進めます。

〇一方で、患者・利用者数の減少、資金の減少、生産年齢人口減少と職員確保
の困難性など経営状況と社会環境の変化をみながら、何を伸ばすか・残さ
なければならないか、何をやめるかを判断し、持続可能な経営・事業を追求
していきます。

〇中長期経営計画（2034年までの資金、剰余金などの経営計画）を明確にし
ていきます。同時に松江生協病院リニューアル構想検討チームを設置し、医
療機能や病床数を検討していきます。

【用語集】
＊ガバナンス

企業経営において公正な判断・運営がなされるよう、監視・統制する仕組みを指します。
＊フレイル予防

健康な状態と要介護状態の中間の段階の状態であり、予備能力低下により身体機能障害
に陥りやすい状態のことの総称です。フレイルを予防し健康寿命を延ばしましょう。 

＊ヘルスリテラシー
健康や医療に関する正しい情報を入手し、理解して活用する能力のことです。

＊2025国際協同組合年
　国連は「一年間を通じて、平和と安全、開発、人権/人道の問題など、ひとつの特定の
テーマを設定し、国際社会の関心を喚起し、取り組みを促すため」に「国際年」を制定してい
ます。国連はその一環として2023年12月の「社会開発における協同組合」と題する総会
決議のなかで2025年を2回目の国際協同組合年（Internat ional  Year  of 
Cooperatives=IYC）とすると定めました。
　上述の国連総会決議では、すべての加盟国に対し、「協同組合を振興促進し、持続可能
な開発目標の実施と社会・経済開発全体に対する協同組合の貢献に対する認知を高める
方法として、「国際協同組合年」を活用することを促す。」としたうえで、協同組合の人間ら
しい雇用の創出、貧困と飢餓の解消、教育、社会的保護、金融包摂、手頃な価格の住宅、包
摂的な社会の構築などへの貢献を支援することを求めています。

借入金返済 （注2）
設備投資　 （注3）
退職支払
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（注2）25年度からＷＡＭ（独立行政法人　福祉医療機構）への返済開始
（注3）IVR-CT、透析関連機器の更新　　　（注4）（注3）のための借入れ

せいきょうの事業と運動の推移Ⅲ

第80回
通常総代会のお知らせ

松江保健生活協同組合

開催日／2025年6月20日（金）午前９時30分～午後12時30分
会　場／松江テルサ 総代定数／250名1階多目的ホール

事業収益（万円）

再掲：福祉事業収益（万円）

総資産額（万円）

組合員数

出資金持ち高（万円）

支部数

班数

班会のべ開催数

健康チェック総数

健康チャレンジ参加者数

機関紙手配り協力員数

機関紙手配り部数

支部運営委員数

持続可能な事業、経営の追求

だれもが健康で居心地よく暮らせる
まちづくりへの挑戦

ともに学ぶ、人づくり

平和で公正な社会づくり

1

3

4

2

19年度比

1,8721,872

（万円）

（人） （人）

（人）

31,500

32,000

32,500

33,000

33,500

34,000

34,500

35,000

35,500

36,000

組合員数

出資金持ち高 健康チャレンジ参加者数

140,000

145,000

150,000

155,000

160,000

165,000

170,000

1,860

1,880

1,900

1,920

1,940

1,960

1,980

機関紙手配り協力員数

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

151,694151,694

156,835156,835

165,833165,833 166,146166,146 166,480166,480

24年度

160,748160,748 8,5698,569

9,6999,699

10,66310,663
11,15411,154 10,88710,887

24年度

11,89611,896

1,9691,969

1,9591,959

1,9431,943

1,9011,901

1,8851,885

24年度

34,87034,870

34,24534,245

33,69433,694

33,14033,140

32,68332,683

24年度

32,36632,366

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

866,005

163,203

760,302

34,870

151,694

45

429

2,401

15,753

8,569

1,969

13,471

262

878,597

167,198

729,136

34,245

156,835

41

411

2,327

15,501

9,699

1,959

13,145

260

850,501

158,591

755,797

33,694

165,833

40

390

1,848

8,625

10,663

1,943

12,778

266

791,710

156,281

730,327

33,140

166,146

40

395

1,891

5,501

11,154

1,901

12,595

278

794,565

153,393

719,700

32,683

166,480

39

400

2,168

7,075

10,887

1,872

12,207

272

24年度

813,588

149,940

690,190

32,366

160,748

39

381

2,263

7,065

11,896

1,885

11,970

283

94%

92%

91%

93%

106%

87%

89%

94%

45%

139%

96%

89%

108%

松江保健生活協同組合の概要（見込）



パワーリハビリの前に準備体操

私たち新入職員、同期の仲間で頑張ります！

血圧測定は健康づくりの
第一歩

身体を動かして生協活動を
“たいかん”（体感/体幹）

2025年５月１日　No.6082025年５月１日　No.6087 月刊「 強 い 体 」 2025年５月１日　No.6082025年５月１日　No.608 月刊「 強 い 体 」 6
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稼
働
に
向
け
、
病
状
も

考
慮
し
た
個
別
カ
ル
テ
を
作
成

中
で
す
。

　
近
い
将
来
、
ふ
ら
こ
こ
住
宅

そ
し
て
地
域
の
組
合
員
さ
ん
へ

と
、
体
制
を
整
え
て
広
げ
て
い

く
予
定
で
す
。

　
お
楽
し
み
に
！

（
介
護
医
療
院
　
虹

ゆ
め
グ
ル
ー
プ
一
同
）

　
４
月
１
日
、
２
日
に
法
人
新

入
職
員
24
名
の
参
加
で
、
入
職

時
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
め
の
う
ち
は
と
て
も
緊
張

し
て
硬
い
表
情
で
し
た
が
、
お

絵
か
き
伝
言
ゲ
ー
ム
や
第
三
者

紹
介
を
行
う
内
に
緊
張
が
ほ
ぐ

れ
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
松
江
保
健
生
協
の

概
要
、
医
療
保
険
制
度
、
医
療

生
協
の
組
合
員
活
動
、
班
会
、

就
業
規
則
に
つ
い
て
、
２
日
目

は
接
遇
基
本
講
座
、
介
護
保
険

制
度
、
院
内
感
染
予
防
、
医
療

の
安
全
・
衛
生
、
民
医
連
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た

新
入
職
員
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら

一
緒
に
働
く
多
職
種
の
同
期
と

交
流
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。」

「
生
協
病
院
は
地
域
住
民
に
寄
り

添
っ
た
病
院
で
あ
る
こ
と
が
学

べ
た
。」「
２
日
間
を
通
し
て
組

織
の
概
要
を
理
解
し
、
医
療
・

介
護
者
と
し
て
働
く
上
で
必
要

不
可
欠
な
知
識
（
感
染
対
策
・

安
全
・
接
遇
）
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
と
て
も
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
は
研
修
終
了
後
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
。
緊
張
や
不
安
を

抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

大
切
な
仲
間
と
し
て
迎
え
、
新

し
い
風
を
吹
か
せ
元
気
に
楽
し

く
活
躍
し
て
く
れ
る
事
を
期
待

し
て
、
組
織
全
体
で
し
っ
か
り

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
か
ら
も
学
ば
せ
て
頂
く
機
会

も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
松
江
保
健
生
活
協
同
組
合
　

教
育
推
進
委
員
会
）

1
　
春
を
英
語
で
言
う
と
？

2
　
ほ
か
の
人
と
違
う
意
見

3
　
タ
ン
ス
や
机
な
ど

4
　
性
質
が
ひ
ね
く
れ
て
い
る
人
を

　
　
○
○
○
曲
が
り
と
い
う

5
　
空
中
を
飛
行
す
る
こ
と

6
　
映
画
「
○
○
と
の
遭
遇
」

8
　
砂
漠
の
旅
の
乗
り
物


　
冷
や
○
○
○


　
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
数


　
端
午
の
節
句
に
食
べ
る
餅


　
雷
が
落
ち
る
こ
と


　
小
林
薫
主
演
、○
○
○
食
堂


　
大
が
か
り
な
も
の
は
マ
ジ
ッ
ク
、

　
　
奇
術
と
い
う


　
動
物
を
○
○
○
す
る


　
５
月
第
２
日
曜
○
○
の
日


　
か
ん
で
味
わ
う
菓
子

1
　「
西
瓜
」
と
書
い
て
？

4
　
漫
才
で
ボ
ケ
の
お
相
手

7
　
催
し
物
の
目
録
や
式
次
第

9
　
シ
ャ
イ
。○
○
気
な
性
質


　
円
の
千
分
の
一
の
単
位


　
扇
形
に
尾
羽
を
広
げ
る
鳥


　
役
に
た
た
な
い
○
○
話


　
イ
ン
フ
レ
と
は
○
○
○
膨
張


　
草
を
英
語
で
何
と
言
う
？


　
力
士
が
踏
み
ま
す


　
空
回
り
す
る
こ
と
。

　
　
国
会
審
議
が
○
○
○
○
す
る


　
ひ
ふ
に
で
き
る
細
か
い
筋


　
○
○
芸
に
た
け
た
政
治
家


　
ば
れ
い
し
ょ
と
も
言
う


　
タ
テ
ガ
ミ
イ
ヌ
の
異
名
を
も
ち

　
　
死
肉
を
食
べ
る
野
獣


　
口
数
の
少
な
い
人

楽
し
か
っ
た
こ
ど
も
の
頃

竹
崎
進
さ
ん

　
子
ど
も
の
頃
の
あ
そ
び
〜
も

う
80
年
頃
前
の
昔
話
に
な
り
ま

す
ね
。
空
地
の
中
央
に
空
缶
を

立
て
て
缶
蹴
り
ご
っ
こ
（
男
女

一
緒
）
や
母
親
に
布
球
を
作
っ

て
も
ら
い
、
山
か
ら
の
竹
材
で

バ
ッ
ト
を
作
り
、
セ
カ
ン
ド
の

な
い
三
角
ベ
ー
ス
の
野
球
な
ど
、

自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
ゲ
ー
ム

材
料
を
創
出
し
て
、
野
外
で
沢

山
遊
び
ま
し
た
。

こ
ど
も
時
代
に
戻
り
た
い
(^^)

ス
マ
イ
ル
さ
ん

　
こ
ど
も
の
こ
ろ
の
遊
び
は
、

リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
ば
か
り
で
し

た
。
可
愛
ら
し
い
洋
服
を
着
せ

替
え
て
い
る
と
、
自
分
も
そ
の

服
を
着
て
い
る
か
の
よ
う
に
ウ

キ
ウ
キ
し
て
ま
し
た
。
今
は
、

何
で
も
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
ま
す

ね
。
時
代
の
変
化
を
感
じ
ま
す
。

　
も
う
一
度
、
こ
ど
も
時
代
に

戻
り
た
く
な
り
ま
す
。

元
気
は
つ
ら
つ

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん

　
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
く
と
す
ぐ

外
へ
。
缶
け
り
、
だ
る
ま
さ
ん

が
こ
ろ
ん
だ
、
鬼
さ
ん
ご
っ
こ

な
ど
暗
く
な
る
ま
で
走
り
回
っ

て
い
ま
し
た
。
今
で
も
走
る
事

の
好
き
な
後
期
高
齢
者
で
す
。

　
た
ま
に
は
お
手
玉
、
お
は
じ

き
、
あ
や
と
り
な
ど
女
の
子
ら

し
い
事
も
し
て
ま
し
た
よ
。

悪
夢
の
蘇
りタ

ニ
ッ
シ
ー
さ
ん

　
遊
び
と
は
言
え
な
い
の
で
す

が
、
低
学
年
時
友
だ
ち
と
２
人

で
学
校
の
帰
り
道
、
き
れ
い
に

な
ら
し
て
あ
っ
た
苗
代
に
タ
ニ

シ
が
沢
山
棲
ん
で
い
て
鞄
を
投

げ
、
種
が
蒔
い
て
あ
っ
た
と
は

知
ら
ず
取
っ
て
帰
り
、
見
て
た

人
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
親
に
わ
か

り
一
緒
に
謝
り
に
行
き
悪
夢
と

な
つ
か
し
さ
が
蘇
り
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、あ
り
が
と
う

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん

　
小
さ
い
頃
は
、
こ
ま
を
ま
わ
し

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
ひ
も
を
巻

く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く

れ
て
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
良
い
思
い
出
で
す
。

子
守
り
を
し
な
が
ら
…

Ａ
子
さ
ん

　
私
は
長
女
な
の
で
何
時
も
子

ど
も
を
背
負
っ
て
い
ま
し
た
。

　
か
く
れ
ん
ぼ
す
れ
ば
背
の
子

が
泣
い
て
す
ぐ
み
つ
か
り
、
縄

跳
び
は
友
に
あ
ず
け
妹
が
少
し

大
き
く
な
れ
ば
、
次
の
赤
ち
ゃ

ん
の
子
守
り
と
背
中
に
は
何
時

も
赤
ち
ゃ
ん
が
居
ま
し
た
。

感
謝
♡

馬
笑
さ
ん

　
あ
れ
か
ら
37
年
…
。
１
９
８

８
（
昭
和
63
）
年
７
月
21
日
、

組
合
員
と
な
っ
た
日
で
す
。
救

急
車
で
搬
送（
車
両
事
故
）手
術
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
へ
も
。
今
日
、
読
み
書

き
が
出
来
、
１
人
で
出
歩
く
毎

日
…
只
々
感
謝
、
ダ
ン
ダ
ン

コ
ツ
・コ
ツ
・
骨
…

　チ
ャ
リ
ー
ン

か
ー
こ
さ
ん

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
３
ヶ
月
と

健
康
講
座
で
Dr
森
の
話
で
完
全

に
目
覚
め
ま
し
た
。
寝
起
き
に

30
〜
40
分
の
体
操
し
た
後
は
記

録
代
わ
り
に
チ
ャ
リ
ー
ン
！
午

後
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
あ
と
に

チ
ャ
リ
ー
ン
。
食
事
も
適
量
を

骨
と
新
陳
代
謝
を
考
慮
し
て

作
っ
て
チ
ャ
リ
ー
ン
。
一
ケ
月
溜

ま
っ
た
チ
ャ
リ
ー
ン
を
両
替
し

て
、
動
物
病
院
の
保
護
犬
基
金

に
。
ア
〜
タ
ノ
シ
イ
!!
チ
リ
も

つ
も
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
ね
ぇ

〜
。減塩

の
大
切
さ

よ
し
さ
ん

　
健
診
セ
ン
タ
ー
組
合
員
感
謝

企
画
の
減
塩
講
座
を
受
講
し
ま

し
た
。
食
塩
が
多
い
と
う
す
め

る
た
め
に
血
液
が
多
く
な
り
血

圧
が
高
く
な
っ
て
血
管
が
や
ぶ

れ
易
く
な
る
と
か
。
味
噌
汁
は

１
２
０
cc
に
８ｇ
が
よ
く
、
一
日

一
杯
が
よ
い
と
か
。
今
日
か
ら

の
食
生
活
に
と
て
も
具
体
的
で

役
立
つ
二
時
間
で
し
た
。

白
、ピ
ン
ク
、赤
の
順
に

Ｋ
・
Ｗ
さ
ん

　
我
家
の
庭
に
は
昔
主
人
が
山

茶
花
の
木
を
４
本
植
え
、
現
在

は
か
な
り
大
木
に
な
り
ま
し
た
。

　
花
が
咲
く
の
は
い
つ
も
決

ま
っ
て
順
番
が
あ
り
、
最
初
は

白
色
、
次
は
淡
い
ピ
ン
ク
色
、

そ
し
て
濃
い
ピ
ン
ク
に
な
り
最

後
の
木
は
赤
色
の
花
が
咲
き
ま

す
。
毎
年
順
序
良
く
咲
く
の
が

不
思
議
な
気
が
し
ま
す
が
、
い

つ
も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

健
康
は
宝

池
田
桂
子
さ
ん

　
年
々
、
健
康
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
す
。
紙
面
を
参
考
に
し

て
家
族
共
々
生
活
に
留
意
し
た

い
で
す
ネ
。

い
つ
も
楽
し
く

　拝
読
し
て
い
ま
す

小
立
利
枝
さ
ん

〇
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

　
　
こ
の
年
令
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
誰
も
釣
れ
ん

〇
夢
見
て
も

　
　
再
び
青
春

　
　
　
　
戻
ら
な
い

〇
デ
イ
（
サ
ー
ビ
ス
）
も
又
　

　
　
楽
し
み
方
も

　
　
　
　
　
　
　
思
考
力

続
け
て
い
る
け
れ
ど
…

小
村
ミ
ツ
ヨ
さ
ん

　
年
１
回
の
人
間
ド
ッ
ク
は
続

け
て
い
る
け
れ
ど
、
心
配
な
の

は
頭
の
方
。後
期
高
齢
者
と
な
っ

て
も
仕
事
は
続
け
て
い
る
が
、

文
章
を
書
い
て
い
る
と
、
適
切

な
言
葉
や
言
い
回
し
が
出
て
来

に
く
い
。
文
章
力
の
衰
え
を
感

じ
る
。
健
康
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
よ
り
不
安
を

煽
っ
て
く
る
。
ヤ
レ
ヤ
レ
…
。

令
和
の
米
騒
動

平
井
美
恵
子
さ
ん

　
台
所
を
預
か
る
主
婦
と
し
て

の
米
の
価
格
が
安
定
す
る
こ
と

が
一
番
大
切
で
す
の
で
、
声
を

あ
げ
続
け
て
行
き
た
い
で
す
。

●
3
月
号
の
正
解
と
当
選
者
（
40
名
・
50
音
順
）

　正
解
は
「
オ
ク
ル
コ
ト
バ
」 図
書
カ
ー
ド
は
毎
月
　
日
以
降
に
発
送
し
ま
す
。

10

236名の方から回答を寄せていただきました。（正解率99％）

お
た
よ
り

ひ
ろ
ば

自
由
投
稿

介護医療院
虹

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

　
　
お
試
し
説
明
会

法人全体

新
入
職
員
入
職
時
研
修

だ
よ
り

事
業
所

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼント

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼントどんどんご応募下さい！

【3月号の解答】
オクルコトバ

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、Ａ
〜
F
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、な
に
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

解答欄
A B C D E F

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
7
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
今
年
の
夏
こ
そ
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

で
す
。　
　

ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
7
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
今
年
の
夏
こ
そ
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

で
す
。　
　

ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

今
月
の
お
た
よ
り
テ
ー
マ

「
子
ど
も
の
頃
の
あ
そ
び
」で
す
。 

3/11.14

4/1.2
職　　　種

初期研修医

看護師

看護補助者

介護福祉士

臨床工学技師

臨床放射線技師

介護士

事務

人数

３名

8名

１名

2名

2名

2名

２名

4名

〒690-8552  松江市西津田8-8-10
松江保健生協「強い体」おたよりひろば係 まで
FAX （0852）32-9371 e-mail：sosiki@aioros.ocn.ne.jp

しめきり 2025年5月31日
おたより、作品、クイズの宛先は

（当日消印有効）

●住所、氏名、電話番号は必ずご記入下さい。
●匿名希望の方はその旨ご記入いただくか、

ペンネームをご記入下さい。尚、クイズの当選
者は氏名を掲載させていただきます。

●おたよりや作品が掲載された方には図書
カードをプレゼント！

●身近な出来事、地域やご家庭の話題、ご意見
ご感想など、「一言」をそえてご応募下さい。

　おたよりひろばに掲載させて頂くことがあり
ます。

●投稿は「強い体」に掲載の上、組合員活動や
運営に利用させていただきます。

　ご了承の上、投稿下さい。
●葉書・FAXまたはe-mailにて応募ください。

おたより＆
作品募集
おたより＆
作品募集

お名前には
フリガナを
つけて下さい

絵手紙やイラスト
俳句、川柳、
写真、手芸など

内容（この中から選べます）

(季節のものを描かれる場合は、7月のイメージで。)

足
立
ナ
ツ
エ
さ
ん

石
川

　春
江
さ
ん

石
場

　陽
子
さ
ん

石
原

　
　彰
さ
ん

石
原
や
よ
ひ
さ
ん

井
田

　綾
子
さ
ん

井
原

　文
枝
さ
ん

植
出
し
の
ぶ
さ
ん

遠
藤

　良
江
さ
ん

大
塚
真
紗
恵
さ
ん

小
川

　安
枝
さ
ん

小
倉

　晴
美
さ
ん

景
山

　世
那
さ
ん

金
山

　淳
也
さ
ん

黒
川

　慶
子
さ
ん

古
浦

　高
代
さ
ん

塩
田

　律
子
さ
ん

島
田
よ
し
え
さ
ん

鈴
木

　精
子
さ
ん

角

　
　典
子
さ
ん

陶
山
か
お
る
さ
ん

妹
尾

　光
雄
さ
ん

戸
屋

　栄
子
さ
ん

中
西

　
　護
さ
ん

野
津

　
　誠
さ
ん

濱
田

　重
美
さ
ん

原

　
　健
敏
さ
ん

原

　フ
ミ
エ
さ
ん

福
間

　明
枝
さ
ん

藤
井

　和
子
さ
ん

堀
内

　美
子
さ
ん

松
本

　玲
子
さ
ん

三
代

　智
美
さ
ん

水
野

　斗
刀
さ
ん

三
原

　昌
子
さ
ん

元
上

　祐
子
さ
ん

本
常

　明
子
さ
ん

矢
野
理
恵
子
さ
ん

山
崎
冨
美
子
さ
ん

渡
部
喜
美
子
さ
ん



パワーリハビリの前に準備体操

私たち新入職員、同期の仲間で頑張ります！

血圧測定は健康づくりの
第一歩

身体を動かして生協活動を
“たいかん”（体感/体幹）
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虹
に
は
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

機
器
が
あ
り
ま
す
。
な
な
い
ろ

住
宅
の
入
居
者
さ
ん
か
ら
、
健

康
維
持
の
た
め
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ

リ
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
お

声
を
頂
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
有
効
利
用
で
き
な
い
か
検
討

し
ま
し
た
。

　
3
月
11
日
と
14
日
に
、
な
な

い
ろ
住
宅
の
入
居
者
さ
ん
た
ち

に
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
の
お
試
し

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
に
10
名
を
超
え
る

参
加
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
健

康
へ
の
意
識
の
高
さ
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　
ま
た
虹
の
利
用
委
員
さ
ん
た

ち
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
6
種
類
の
パ

ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
機
器
は
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ジ
ム
に
あ
る
マ
シ
ン
と

は
違
い
、
高
齢
者
に
適
し
た
マ

シ
ン
で
あ
る
こ
と
や
、
な
ぜ
高

齢
者
に
適
し
た
マ
シ
ン
と
言
え

る
の
か
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
で

得
ら
れ
る
効
果
は
何
か
な
ど
を

ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
、
実
際
に

使
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。『
は
じ

め
て
こ
ん
な
の
使
い
ま
す
わ
』

と
言
わ
れ
る
女
性
た
ち
や
実
際

に
動
か
し
て『
少
し
重
い
ね
』『
い

や
、
こ
れ
は
軽
い
わ
』『
立
っ
た

り
座
っ
た
り
す
る
と
腰
が
痛
く

な
る
か
ら
心
配
し
て
た
け
ど
、

こ
れ
は
や
っ
て
も
痛
く
な
い
か

ら
不
思
議
』『
骨
粗
鬆
症
だ
け
ど

大
丈
夫
？
』
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
格
稼
働
に
向
け
、
病
状
も

考
慮
し
た
個
別
カ
ル
テ
を
作
成

中
で
す
。

　
近
い
将
来
、
ふ
ら
こ
こ
住
宅

そ
し
て
地
域
の
組
合
員
さ
ん
へ

と
、
体
制
を
整
え
て
広
げ
て
い

く
予
定
で
す
。

　
お
楽
し
み
に
！

（
介
護
医
療
院
　
虹

ゆ
め
グ
ル
ー
プ
一
同
）

　
４
月
１
日
、
２
日
に
法
人
新

入
職
員
24
名
の
参
加
で
、
入
職

時
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
め
の
う
ち
は
と
て
も
緊
張

し
て
硬
い
表
情
で
し
た
が
、
お

絵
か
き
伝
言
ゲ
ー
ム
や
第
三
者

紹
介
を
行
う
内
に
緊
張
が
ほ
ぐ

れ
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
松
江
保
健
生
協
の

概
要
、
医
療
保
険
制
度
、
医
療

生
協
の
組
合
員
活
動
、
班
会
、

就
業
規
則
に
つ
い
て
、
２
日
目

は
接
遇
基
本
講
座
、
介
護
保
険

制
度
、
院
内
感
染
予
防
、
医
療

の
安
全
・
衛
生
、
民
医
連
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た

新
入
職
員
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら

一
緒
に
働
く
多
職
種
の
同
期
と

交
流
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。」

「
生
協
病
院
は
地
域
住
民
に
寄
り

添
っ
た
病
院
で
あ
る
こ
と
が
学

べ
た
。」「
２
日
間
を
通
し
て
組

織
の
概
要
を
理
解
し
、
医
療
・

介
護
者
と
し
て
働
く
上
で
必
要

不
可
欠
な
知
識
（
感
染
対
策
・

安
全
・
接
遇
）
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
と
て
も
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
は
研
修
終
了
後
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
。
緊
張
や
不
安
を

抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

大
切
な
仲
間
と
し
て
迎
え
、
新

し
い
風
を
吹
か
せ
元
気
に
楽
し

く
活
躍
し
て
く
れ
る
事
を
期
待

し
て
、
組
織
全
体
で
し
っ
か
り

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
か
ら
も
学
ば
せ
て
頂
く
機
会

も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
松
江
保
健
生
活
協
同
組
合
　

教
育
推
進
委
員
会
）

1
　
春
を
英
語
で
言
う
と
？

2
　
ほ
か
の
人
と
違
う
意
見

3
　
タ
ン
ス
や
机
な
ど

4
　
性
質
が
ひ
ね
く
れ
て
い
る
人
を

　
　
○
○
○
曲
が
り
と
い
う

5
　
空
中
を
飛
行
す
る
こ
と

6
　
映
画
「
○
○
と
の
遭
遇
」

8
　
砂
漠
の
旅
の
乗
り
物


　
冷
や
○
○
○


　
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
数


　
端
午
の
節
句
に
食
べ
る
餅


　
雷
が
落
ち
る
こ
と


　
小
林
薫
主
演
、○
○
○
食
堂


　
大
が
か
り
な
も
の
は
マ
ジ
ッ
ク
、

　
　
奇
術
と
い
う


　
動
物
を
○
○
○
す
る


　
５
月
第
２
日
曜
○
○
の
日


　
か
ん
で
味
わ
う
菓
子

1
　「
西
瓜
」
と
書
い
て
？

4
　
漫
才
で
ボ
ケ
の
お
相
手

7
　
催
し
物
の
目
録
や
式
次
第

9
　
シ
ャ
イ
。○
○
気
な
性
質


　
円
の
千
分
の
一
の
単
位


　
扇
形
に
尾
羽
を
広
げ
る
鳥


　
役
に
た
た
な
い
○
○
話


　
イ
ン
フ
レ
と
は
○
○
○
膨
張


　
草
を
英
語
で
何
と
言
う
？


　
力
士
が
踏
み
ま
す


　
空
回
り
す
る
こ
と
。

　
　
国
会
審
議
が
○
○
○
○
す
る


　
ひ
ふ
に
で
き
る
細
か
い
筋


　
○
○
芸
に
た
け
た
政
治
家


　
ば
れ
い
し
ょ
と
も
言
う


　
タ
テ
ガ
ミ
イ
ヌ
の
異
名
を
も
ち

　
　
死
肉
を
食
べ
る
野
獣


　
口
数
の
少
な
い
人

楽
し
か
っ
た
こ
ど
も
の
頃

竹
崎
進
さ
ん

　
子
ど
も
の
頃
の
あ
そ
び
〜
も

う
80
年
頃
前
の
昔
話
に
な
り
ま

す
ね
。
空
地
の
中
央
に
空
缶
を

立
て
て
缶
蹴
り
ご
っ
こ
（
男
女

一
緒
）
や
母
親
に
布
球
を
作
っ

て
も
ら
い
、
山
か
ら
の
竹
材
で

バ
ッ
ト
を
作
り
、
セ
カ
ン
ド
の

な
い
三
角
ベ
ー
ス
の
野
球
な
ど
、

自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
ゲ
ー
ム

材
料
を
創
出
し
て
、
野
外
で
沢

山
遊
び
ま
し
た
。

こ
ど
も
時
代
に
戻
り
た
い
(^^)

ス
マ
イ
ル
さ
ん

　
こ
ど
も
の
こ
ろ
の
遊
び
は
、

リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
ば
か
り
で
し

た
。
可
愛
ら
し
い
洋
服
を
着
せ

替
え
て
い
る
と
、
自
分
も
そ
の

服
を
着
て
い
る
か
の
よ
う
に
ウ

キ
ウ
キ
し
て
ま
し
た
。
今
は
、

何
で
も
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
ま
す

ね
。
時
代
の
変
化
を
感
じ
ま
す
。

　
も
う
一
度
、
こ
ど
も
時
代
に

戻
り
た
く
な
り
ま
す
。

元
気
は
つ
ら
つ

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん

　
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
く
と
す
ぐ

外
へ
。
缶
け
り
、
だ
る
ま
さ
ん

が
こ
ろ
ん
だ
、
鬼
さ
ん
ご
っ
こ

な
ど
暗
く
な
る
ま
で
走
り
回
っ

て
い
ま
し
た
。
今
で
も
走
る
事

の
好
き
な
後
期
高
齢
者
で
す
。

　
た
ま
に
は
お
手
玉
、
お
は
じ

き
、
あ
や
と
り
な
ど
女
の
子
ら

し
い
事
も
し
て
ま
し
た
よ
。

悪
夢
の
蘇
りタ

ニ
ッ
シ
ー
さ
ん

　
遊
び
と
は
言
え
な
い
の
で
す

が
、
低
学
年
時
友
だ
ち
と
２
人

で
学
校
の
帰
り
道
、
き
れ
い
に

な
ら
し
て
あ
っ
た
苗
代
に
タ
ニ

シ
が
沢
山
棲
ん
で
い
て
鞄
を
投

げ
、
種
が
蒔
い
て
あ
っ
た
と
は

知
ら
ず
取
っ
て
帰
り
、
見
て
た

人
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
親
に
わ
か

り
一
緒
に
謝
り
に
行
き
悪
夢
と

な
つ
か
し
さ
が
蘇
り
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、あ
り
が
と
う

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん

　
小
さ
い
頃
は
、
こ
ま
を
ま
わ
し

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
ひ
も
を
巻

く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く

れ
て
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
良
い
思
い
出
で
す
。

子
守
り
を
し
な
が
ら
…

Ａ
子
さ
ん

　
私
は
長
女
な
の
で
何
時
も
子

ど
も
を
背
負
っ
て
い
ま
し
た
。

　
か
く
れ
ん
ぼ
す
れ
ば
背
の
子

が
泣
い
て
す
ぐ
み
つ
か
り
、
縄

跳
び
は
友
に
あ
ず
け
妹
が
少
し

大
き
く
な
れ
ば
、
次
の
赤
ち
ゃ

ん
の
子
守
り
と
背
中
に
は
何
時

も
赤
ち
ゃ
ん
が
居
ま
し
た
。

感
謝
♡

馬
笑
さ
ん

　
あ
れ
か
ら
37
年
…
。
１
９
８

８
（
昭
和
63
）
年
７
月
21
日
、

組
合
員
と
な
っ
た
日
で
す
。
救

急
車
で
搬
送（
車
両
事
故
）手
術
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
へ
も
。
今
日
、
読
み
書

き
が
出
来
、
１
人
で
出
歩
く
毎

日
…
只
々
感
謝
、
ダ
ン
ダ
ン

コ
ツ
・コ
ツ
・
骨
…

　チ
ャ
リ
ー
ン

か
ー
こ
さ
ん

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
３
ヶ
月
と

健
康
講
座
で
Dr
森
の
話
で
完
全

に
目
覚
め
ま
し
た
。
寝
起
き
に

30
〜
40
分
の
体
操
し
た
後
は
記

録
代
わ
り
に
チ
ャ
リ
ー
ン
！
午

後
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
あ
と
に

チ
ャ
リ
ー
ン
。
食
事
も
適
量
を

骨
と
新
陳
代
謝
を
考
慮
し
て

作
っ
て
チ
ャ
リ
ー
ン
。
一
ケ
月
溜

ま
っ
た
チ
ャ
リ
ー
ン
を
両
替
し

て
、
動
物
病
院
の
保
護
犬
基
金

に
。
ア
〜
タ
ノ
シ
イ
!!
チ
リ
も

つ
も
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
ね
ぇ

〜
。減塩

の
大
切
さ

よ
し
さ
ん

　
健
診
セ
ン
タ
ー
組
合
員
感
謝

企
画
の
減
塩
講
座
を
受
講
し
ま

し
た
。
食
塩
が
多
い
と
う
す
め

る
た
め
に
血
液
が
多
く
な
り
血

圧
が
高
く
な
っ
て
血
管
が
や
ぶ

れ
易
く
な
る
と
か
。
味
噌
汁
は

１
２
０
cc
に
８ｇ
が
よ
く
、
一
日

一
杯
が
よ
い
と
か
。
今
日
か
ら

の
食
生
活
に
と
て
も
具
体
的
で

役
立
つ
二
時
間
で
し
た
。

白
、ピ
ン
ク
、赤
の
順
に

Ｋ
・
Ｗ
さ
ん

　
我
家
の
庭
に
は
昔
主
人
が
山

茶
花
の
木
を
４
本
植
え
、
現
在

は
か
な
り
大
木
に
な
り
ま
し
た
。

　
花
が
咲
く
の
は
い
つ
も
決

ま
っ
て
順
番
が
あ
り
、
最
初
は

白
色
、
次
は
淡
い
ピ
ン
ク
色
、

そ
し
て
濃
い
ピ
ン
ク
に
な
り
最

後
の
木
は
赤
色
の
花
が
咲
き
ま

す
。
毎
年
順
序
良
く
咲
く
の
が

不
思
議
な
気
が
し
ま
す
が
、
い

つ
も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

健
康
は
宝

池
田
桂
子
さ
ん

　
年
々
、
健
康
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
す
。
紙
面
を
参
考
に
し

て
家
族
共
々
生
活
に
留
意
し
た

い
で
す
ネ
。

い
つ
も
楽
し
く

　拝
読
し
て
い
ま
す

小
立
利
枝
さ
ん

〇
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

　
　
こ
の
年
令
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
誰
も
釣
れ
ん

〇
夢
見
て
も

　
　
再
び
青
春

　
　
　
　
戻
ら
な
い

〇
デ
イ
（
サ
ー
ビ
ス
）
も
又
　

　
　
楽
し
み
方
も

　
　
　
　
　
　
　
思
考
力

続
け
て
い
る
け
れ
ど
…

小
村
ミ
ツ
ヨ
さ
ん

　
年
１
回
の
人
間
ド
ッ
ク
は
続

け
て
い
る
け
れ
ど
、
心
配
な
の

は
頭
の
方
。後
期
高
齢
者
と
な
っ

て
も
仕
事
は
続
け
て
い
る
が
、

文
章
を
書
い
て
い
る
と
、
適
切

な
言
葉
や
言
い
回
し
が
出
て
来

に
く
い
。
文
章
力
の
衰
え
を
感

じ
る
。
健
康
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
よ
り
不
安
を

煽
っ
て
く
る
。
ヤ
レ
ヤ
レ
…
。

令
和
の
米
騒
動

平
井
美
恵
子
さ
ん

　
台
所
を
預
か
る
主
婦
と
し
て

の
米
の
価
格
が
安
定
す
る
こ
と

が
一
番
大
切
で
す
の
で
、
声
を

あ
げ
続
け
て
行
き
た
い
で
す
。

●
3
月
号
の
正
解
と
当
選
者
（
40
名
・
50
音
順
）

　正
解
は
「
オ
ク
ル
コ
ト
バ
」 図
書
カ
ー
ド
は
毎
月
　
日
以
降
に
発
送
し
ま
す
。

10

236名の方から回答を寄せていただきました。（正解率99％）

お
た
よ
り

ひ
ろ
ば

自
由
投
稿

介護医療院
虹

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

　
　
お
試
し
説
明
会

法人全体

新
入
職
員
入
職
時
研
修

だ
よ
り

事
業
所

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼント

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼントどんどんご応募下さい！

【3月号の解答】
オクルコトバ

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、Ａ
〜
F
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、な
に
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

解答欄
A B C D E F

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
7
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
今
年
の
夏
こ
そ
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

で
す
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す
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職　　　種

初期研修医

看護師

看護補助者

介護福祉士

臨床工学技師

臨床放射線技師

介護士

事務

人数

３名

8名

１名

2名

2名

2名

２名

4名

〒690-8552  松江市西津田8-8-10
松江保健生協「強い体」おたよりひろば係 まで
FAX （0852）32-9371 e-mail：sosiki@aioros.ocn.ne.jp

しめきり 2025年5月31日
おたより、作品、クイズの宛先は

（当日消印有効）

●住所、氏名、電話番号は必ずご記入下さい。
●匿名希望の方はその旨ご記入いただくか、

ペンネームをご記入下さい。尚、クイズの当選
者は氏名を掲載させていただきます。

●おたよりや作品が掲載された方には図書
カードをプレゼント！

●身近な出来事、地域やご家庭の話題、ご意見
ご感想など、「一言」をそえてご応募下さい。

　おたよりひろばに掲載させて頂くことがあり
ます。

●投稿は「強い体」に掲載の上、組合員活動や
運営に利用させていただきます。

　ご了承の上、投稿下さい。
●葉書・FAXまたはe-mailにて応募ください。

おたより＆
作品募集
おたより＆
作品募集

お名前には
フリガナを
つけて下さい

絵手紙やイラスト
俳句、川柳、
写真、手芸など

内容（この中から選べます）

(季節のものを描かれる場合は、7月のイメージで。)
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部
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病気や介護に関する不安や相談は…ここへお電話下さい！⇒ せいきょう
サポートセンター
せいきょう
サポートセンター☎（0852）67-6463☎（0852）67-6463

新患 福田

予約

新患

予約

新患

予約

消化器内科

循環器内科

内科

月 火 水 木 金 土

月 火 水 木 金 土

大西 大野 数森

大野 大西
数森 福田 大西 大西

眞木高 鈴木 山下 宮廻

山下 宮廻 山下
宮廻

鈴木
（第1・第3）

大村 眞木薫

濵田 眞木薫眞木薫 平（第２）

仲田 仲田 濵田

吉野

岡田
（受付午前10時まで）

大田
(再診のみ）

完全予約制

完全予約制

大学医師
（第4のみ）

中村
(受付午前10時まで）

（受付午前10時まで）

大田
（第1・第3）
(再診のみ）

大田
（第2/奇数月）

（第2/偶数月）

腎・透析科

脳神経内科

髙濱
吉岡
嘉本

髙濱
二宮
嘉本

（受付午前10時まで）

吉岡
完全予約制

榎田
（大学）

高濱
二宮

二宮
嘉本整形外科

内田
佐藤
山本

交代制
内田
橘
横山

外科 交代制
佐藤
山本
横山

交代制

メンタルヘルス科

脳神経外科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

放射線科

皮ふ科

眼科

美津島 大学医師

大学医師大学医師

美津島

仙田 仙田 仙田 仙田
(第２のみ)

仙田 仙田

非常勤医師
完全予約制

田中
完全予約制

中村
完全予約制

池原
完全予約制

池原
高梨

(受付午前10時まで)
藤原

(受付午前10時まで)

(9:30～)

完全予約制

富澤

予約

循環器

不整脈

消化器

呼吸器

内科

脳神経内科

腎・透析科

耳鼻咽喉科

内科 脳神経内科 整形外科

メンタルヘルス科

濵田 眞木薫
鈴木
越田 眞木高

眞木高
（第1・3・5）

大西

大村

上田

大田

仙田

完全予約制

耳鼻咽喉科の午後診療は月曜日のみ

富澤

濵田

・新患の方は、ご相談ください。
・耳鼻咽喉科と内科以外は当日予約できません。
・来院時には診察券をご持参ください。
・受診時はマスクの着用等の院内感染予防にご協力お願い

いたします。
・受診の際には、保険証、公費医療証、お持ちの方はマイナ

ンバーカードもご持参ください。
・お問い合わせやご相談がある場合は、

0852（23）1111までご連絡ください。
かかりつけの方で診療科にご相談したい場合は、診療科に
おつなぎいたします。

・ホームページ
httpｓ://www.matsue-seikyo.jp/

ふれあい診療所予約センターの開始時間変更について

スマートフォン用サイトはこちらから→

松江市西津田8-8-8

松江市西津田7-14-21　ふれあい健康センター2階

松江市西津田7-14-21
ふれあい健康センター1階

※救急指定病院です。急患の方は、お申し出ください。24時間体制です。

※ 健診は予約制で行っています。予約は電話でできます。
　 予約時間は、午前10:00～12:00、午後1:00～4:00。
※ 土曜日は第2、4の午前のみ行っています。
 

月
○
○

火
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

土
○午　前

午　後

○診療／15:00～　○受付／14:30～16:30

○診療/17:00～　○受付/16:30～18:00

○診療／9:00～　○受付　予約／8:00～12:00　予約外／8:00～11:00

午前 午後 夜間

9:00～12:30
（月～土）

14:00～16:30
（月～金）

17:00～19:00
（月・火）

※ 予約診療を行っています。予約は電話でもできます。
※ 痛みがひどいときは、電話でご相談ください。
※ 土曜日診療は第2、4土曜日の午前のみ行っています。
※ 矯正は第3月曜日で完全予約制です。

予約時間

※脳神経内科：新患対応が可能な日は、火曜日、第4水曜日（完全予約制）、
木曜日のみとなります。ご了承ください。

※泌尿器：手術や検査の都合で、受付が早めに終わる場合があります。
※メンタルヘルス科：初めて受診を希望される方は、予約専用電話にお問い合わせ下さい。
※火曜日、木曜日整形の受付は10時まで。　※眼科の受付は10時まで。

都合により、診療体制の変更もありますので
ご了承ください。

第1・第3・第5土曜日は、休診です。
5月1日（木）はメーデーのため休診です。

完全予約制※耳鼻咽喉科を除く

完全予約制

外来診療のご案内4月よりふれあい診療所の職員体制変更に伴い、予約センター受付開始時間を8:00→8:30へ変更させていただきます。
ご理解の程、よろしくお願い申し上げます。

生協東出雲診療所は3月末をもって閉院いたしました。

(火曜日)

2025

午前診療

総合病院 松江生協病院

午後診療

夜間診療

松江市西津田7-14-21
ふれあい健康センター1～3階

フリーダイヤル

平日　8:30～17:00　第2・4土曜日　8:30～12:00

ふれあいみれよ
※健診の予約は健診センターへ。《診療予約専用電話》《診療予約専用電話》

ふれあい診療所

����-������

☎����（��）����

健診センター ☎0852（22）08543　フリーダイヤル0120-250843

松江生協歯科クリニック
☎����（��）����

第2 鈴木・宮廻

第4 越田・鈴木
山下

（宮廻は奇数月のみ）

5

〒690-8552 松江市西津田 8-8-10
TEL.0852-27-3774　FAX.0852-32-9371

月刊

2025年5月1日

月号
組合員………………………32,366人
出資金高……… 1,607,488,500円
平均出資金額………………49,666円
機関紙手配り協力員数…… 1,885人
手配り配布数………………11,970部

（3月末日現在）

No.608

2025年５月１日　No.6082025年５月１日　No.6081 月刊「 強 い 体 」 2025年５月１日　No.6082025年５月１日　No.608 月刊「 強 い 体 」 8

5
ホームページ

スマートフォン用サイトはこちらから→
https://www.matsue-hew.jp/

健診センター　組合員感謝企画　健康講座
２月～３月　計４回　５３名の参加。

次回もぜひ企画をして欲しいとたくさんの声がありました♪

山代支部　かんなびサロン開設しました！
豆腐のパック飛ばしあいゲームで大盛り上がり！

八雲西支部　認知症について
楽しく認知症の学習ができました

本庄支部　水辺のサロン開設しました！
寄せ植えをしました。

地域の憩いの場になっていくといいですね！

安来第１・第２支部　青空健康チェック
記録用紙を見ながら「あれからどうかいね？」

忌部支部　カラコロ太極拳体操
みんなで体操　からだとこころもゆったりと

八幡大門支部　モルック交流会
からだもあたまも使うモルック　楽しいですよ！

菅田学園支部　お出かけ交流会
八束町　千本桜にて　花も団子も…

組合員感謝企画として1月～3月に開催しました「抽選券付組合員健診限定チケット」には133名の方からご応募いただきました。
厳正なる抽選の結果10名の方に今年度に限って使える組合員健診（新基礎コース　13,200円）の無料チケットをプレゼントいたします。

尚、当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。たくさんのご応募ありがとうございました。　 健診センター一同

当選者発表

専 門 外 来
大 腸 肛 門
ス ト ー マ
血 管

曜　日
月

第２水・第４水
水

受 付 時 間
8：00～11：00
完全予約制
8：00～11：00

（ふれあい診療所3階）

○診療／10：00～ ○受付 予　約／8：00～12：00予約外／8：00～11：00

戸 田 戸 田 戸 田 戸 田 大学医師 戸 田
月 火 水 木 金 土

戸 田 戸 田 河 野

○診療／14：00～（月・火曜日）　13：00（木曜日）

○受付
予　約／13：30～15：30（月・火曜日）

※第3月曜日完全予約制　
予約外／13：30～15：00（月・火曜日）

13：00～14：30（木曜日）
月 火 水 木

○受付／16：30～18：00
○診療／17：00～

戸 田
火

活動しています！活動しています！支 班部やつながりを大切に

過ごしやすい季節になりました。
１月から３月のおでかけ企画や
交流会などの地域活動で
85名の組合員と
10名の運営委員が誕生しました。
たくさんの人とのつながりが広がりました。
これからもゆるやかに楽しく
すすめていきます。

過ごしやすい季節になりました。
１月から３月のおでかけ企画や
交流会などの地域活動で
85名の組合員と
10名の運営委員が誕生しました。
たくさんの人とのつながりが広がりました。
これからもゆるやかに楽しく
すすめていきます。

で


